　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会科　３学年　21
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	単元の
目標
	・第一次世界大戦の背景とその影響，民族運動の高まりと国際理解を基に，第一次世界大戦前後の国際情勢および日本の動きと，大戦後に国際平和への努力がなされたことを理解するとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的に調べまとめる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単元名「第一次世界大戦と民族独立の動き」　学習指導要領の内容[C（１）アイ]　

・世界の動きと日本の関係に着目して，第一次世界大戦による世界の変化や影響を考察するなど，事象を相互に関連付けるなどして，近代の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表現する。
・第一次世界大戦前後の国際情勢について，より良い社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究する。

	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	４時間
	  時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)

	「第一次世界大戦の始まりと総力戦」
◎第一次世界大戦は，どのような特徴を持った戦争だったのか資料から読
み取る。
○第一次世界大戦は，どのようにして起こり，どのような特徴を持つ戦争
だったのか，ヨーロッパの国際関係を図でまとめたり，写真資料などか
ら読み取ったりする。
	
	
	
	②風刺絵を基にバルカン半島が「ヨーロッパの火薬
庫」とよばれていたことに気付かせ，登場してい
る国々を関係図などにまとめさせる。
②第一次世界大戦の様子を記録した動画を視聴して
戦争の特徴を読み取らせる。

	2
(2)
	「第一次世界大戦の拡大と日本」
◎日本は，第一次世界大戦やロシア革命にどのように関わったのか理解す　
る。
○日本は，第一次世界大戦やロシア革命にどのように関わったのか，資料
などから読み取る。
	
	
	
	

	3
(3)
	「第一次世界大戦後の欧米諸国」
◎第一次世界大戦は，欧米諸国にどのような変化をもたらしたのか理解す
る。
○第一次世界大戦を経て，国際関係はどのように変化したのか，欧米諸国
で起こったことや民主主義の高まりなどに着目して，具体的な動きを読
み取る。
	○
	
	
	②教科書の資料を基に，国際連盟の常任理事国にな
った日本が，国際的な場で初めて人種差別撤廃を
提案したことに気付かせる。

	4
(4)
	「アジアの民族自決と国際協調」
◎第一次世界大戦後，アジアではどのような運動が起こり，日本や欧米諸
国はどのように対応したのか具体的な事例を基に多面的･多角的に考察
し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○第一次世界大戦後，アジアではどのような運動が起こり，日本や欧米諸
国はどのように対応したのか，朝鮮・中国・インドに着目して，具体的
な動きを読み取る。
◇節の問いを振り返ろう◇
第一次世界大戦を経験した結果，戦争に関わった国々の社会にはどのような変化があったか，説明する。
	
	○
	
	③1919年に朝鮮・中国・インドで民族運動が起こっ
た背景やワシントン会議の結果に日本の軍部が批
判的だった理由について考察し，適切に表現させ
る。



単元名「第一次世界大戦と民族独立の動き」　学習指導要領の内容[C（１）アイ]　

	単元の
目標
	・国民の政治的自覚の高まりと文化の大衆化を基に，第一次世界大戦前後の国際情勢および日本の動きと，大戦後に国際平和への努力がなされたことを理解するとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的に調べまとめる。単元名「高まるデモクラシーの意識」　学習指導要領の内容[C（１）アイ]　

・世界の動きと我が国の関係に着目して，第一次世界大戦による日本の社会の変化や影響を考察するなど，事象を相互に関連付けるなどして，近代の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表現する。
・第一次世界大戦前後の国際情勢と大衆の出現について，より良い社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	５時間
	  時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)

	「タイムトラベル⑩　大正～昭和初期を眺めてみよう」
◎大正時代から昭和初期のころに産業が発達してきたある地方都市の駅
前の様子をえがいた想像図を見て，明治時代と比べて，どのような点
が変化し，どのような共通点があったのかを読み取る。
○「次の場面を探してみよう！」の課題を基に，明治時代と比べた政
治や経済，社会，文化面の変化に着目させ，そのような変化が生まれ
た理由を考える。
	
	
	
	②「タイムトラベル」を活用し，大正時代から昭和
初期と明治時代の駅周辺の様子の違いについて，
建築物や交通機関，人々の役割や政治参加の様子
などから適切な事柄を読み取らせる。

	2
(2)

	「護憲運動と政党内閣の成立」単元名「高まるデモクラシーの意識」　学習指導要領の内容[C（１）アイ]　

◎第一次世界大戦の影響によって，日本の政治や経済はどのように変化
したのか具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って
自らの考えを適切に表現する。
○第一次世界大戦によって，日本の政治や経済はどのように変化したの
か，資料などから読み取ったり考えたりする。
	
	
	
	

	3
(3)
	「社会運動の高まりと普通選挙の実現」
◎大正時代に民主主義を求める社会運動はどのような形で展開したのか
理解する。
○大正時代に，デモクラシーはどのような形で展開したのか，選挙権の
拡大や様々な社会運動に着目し，資料などを基にまとめる。
	
	
	
	②平塚らいてうに関する動画を「NHK　for　school」で視聴して，社会運動がどのように進行したのか理解させる。

	4
(4)
	「近代都市に現れた大衆文化」
◎大正から昭和初期にかけて，人々の生活や文化はどのように変化した
のか理解する。
○大正時代から昭和初期にかけて，人々の生活や文化はどのように変化したのか，社会の変化や文化を生み出した担い手の考えを中心に調べてまとめる。
	○
	
	
	②大正から昭和初期の時期に広まり，現代につなが
る欧米の文化や習慣について，「衣・食・住・子
ども・その他」に分けて，表を用いて適切にまと
め，理解させる。

	5
(5)
	「多面的・多角的に考えてみよう」     
◎「母性保護論争」について具体的な事例を基に多面的･多角的に考察
し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○女性の社会進出に際して，出産や育児の負担をどのように解決する
か，男女の役割や国からの保護，女性や社会のあり方についての様々
な主張に対する自分なりの意見を発表する。
	
	○
	○
	③「母性保護論争」における与謝野晶子，平塚らい
てう，山川菊栄の主張を読んで，共感できる点，
共感できない点，どの人物のどのような意見に賛
成できるか，大正時代以後の社会の状況を民法の
内容などを踏まえ，課題として考えたことを明確
にして，理由を説明させる。

	単元の
目標
	・経済の世界的な混乱と社会問題の発生，昭和初期から第二次世界大戦が始まるまでの日本の政治・外交の動きなどを基に，軍部の台頭から戦争までの経過を理解するとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的に調べまとめる。単元名「戦争に向かう世論」　学習指導要領の内容[C（１）アイ]　

・経済の変化の政治への影響，戦争に向かう時期の社会や生活の変化に着目して，二度目の世界大戦が起こった背景を考察するなど，事象を相互に関連付けるなどして，近代の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表現する。
・経済の世界的な混乱と社会問題の発生などについて，より良い社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	４時間
	  時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「世界恐慌と行き詰まる日本」
◎アメリカから始まった世界恐慌は，日本へどのような影響を与えたの  
か資料から読み取る。
○アメリカから始まった世界恐慌は世界や日本へどのような影響を与えたのか，資料などから読み取ったり考えたりする。
	
	
	
	②景気がよい良いときと悪いときではどのような違いがあるか，予想を立てさせ，教科書の本文から実際にあった出来事を読み取らせる。
② 「NHK　for　school」で世界恐慌に関する動画を視聴して，どのようにして世界恐慌が起きたのか理解させる。

	2
(2)

	「欧米諸国が選択した道」
◎世界恐慌に対して，欧米諸国はどのように対応したのか理解する。
○世界恐慌に対して，欧米諸国はどのように対応したのか，資料などから読み取り，政策の違いや共通点をまとめる。
	
	
	
	②アメリカ・イギリス・フランス・ソ連が行った経済政策を読み取り，ブロック経済など共通する内容やその目的などを，表などで適切にまとめ，理解させる。

	3
(3)

	「強まる軍部と衰える政党」
◎満州事変以後，政党政治はどのように変化したのか理解する。
○満州事変以後，政党政治はどのように変化したのか，軍部が台頭していく経緯に着目して読み取ってまとめる。
	○
	
	
	②政党政治が途絶えた後，軍事費の割合が増えたことを資料から読み取らせ，軍部が主導権をにぎるようになって，景気が回復していたことも，軍部が国民の支持を集める理由になっていることに気付かせる。

	4
(4)
	「日中戦争と総力戦に向かう国民生活」
◎日本は戦争を進めるためにどのような政策を行ったのか，具体的な事   
例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○日中戦争はどのようにして始まり，日本は戦争を進めるためにどのような政策を行ったのか，資料などから読み取ってまとめる。
◇節の問いを振り返ろう◇
世界恐慌に各国はどのように対処し，その中で日本はどのような動きをしたのか，説明する。
	
	○
	○
	③中国との戦争が長期化した理由を考察し，中国国民党（国民政府）と中国共産党が抗日という目的で一つにまとまったことや，国民政府がアメリカやイギリスなどの支援を受けて徹底抗戦を続けたことなどに触れながら，適切に表現させる。


単元名「戦争に向かう世論」　学習指導要領の内容[C（１）アイ]　

	単元の
目標
	・第二次世界大戦中の日本の政治・外交の動き，中国などアジア諸国との関係，戦時下の国民の生活などを基に，大戦が人類全体に惨禍を及ぼしたことを理解するとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的に調べまとめる。単元名「第二次世界大戦の惨禍」 学習指導要領の内容[C（１）アイ]　

・世界の動きと日本との関連に着目して，二度目の世界大戦が起こった理由やその戦争の影響を世界的な視野で考察するなど，事象を相互に関連付けるなどして，近代の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表現する。
・第二次世界大戦と人類への惨禍について，より良い社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	６時間
	  時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)

	「タイムトラベル⑪　第二次世界大戦期を眺めてみよう」
◎第二次世界大戦の時代の阪神地域のある都市の様子をえがいた想像図  
を見て，大正～昭和初期と比べて，どのような点が変化し，どのような共通点があったのかを読み取る。
○「次の場面を探してみよう！」の課題を基に，戦時体制の政治や経済，社会，文化面の特色に着目させ，そのような変化が生まれた理由を考える。
	
	
	
	②「タイムトラベル」を活用し，第二次世界大戦の時代と大正時代から昭和初期の都市の様子の違いについて，人々の服装や暮らし，学校教育，町の立て看板に書かれた内容などから適切なことがらを読み取らせる。

	2
(2)


	「第二次世界大戦への道」単元名「第二次世界大戦の惨禍」 学習指導要領の内容[C（１）アイ]　

◎第二次世界大戦が始まってから，日本は欧米諸国とどのような関係を 
築こうとしたのか理解する。
○第二次世界大戦はどのようにして始まり，日本と欧米諸国の関係はどう変化していったのか，また，日本とアメリカの交渉はどのように展開したのか，資料などから読み取る。
	
	
	
	②日本が日独伊三国同盟，日ソ中立条約を結んだ目的を，教科書の資料から適切に読み取り，理解させる。

	3
(3)
	「太平洋戦争と植民地支配の変化」
◎日本の植民地や占領下の地域では，どのような政策が行われたのか理 
解する。
○日本の植民地や占領下の地域では，どのような政策が行われ，どのような反応があったのか，インドネシアで使われている教科書の資料などから読み取ったり，考えたりする。
	
	
	
	②日本軍が掲げた「大東亜共栄圏」の考え方やアジアの人々のとらえ方を，資料などから適切に読み取り，理解させる。

	4
(4)
	「戦局の悪化と戦時下の暮らし」
◎戦局の悪化によって，日本の人々の生活はどのように変化したのか理 
解する。
○戦争はどのように展開し，それによって人々の生活はどのように変化  
したのか，写真や資料などから読み取る。
	
	
	
	② 「NHK　for　school」で戦時中の暮らしに関する動画を視聴して，人々の暮らしがどのように変化したのか理解させる。

	5
(5)
	「ポツダム宣言と日本の敗戦」
◎第二次世界大戦は，どのように終結したのか理解する。
○太平洋戦争をふくめた第二次世界大戦では，どれだけの犠牲があり， 
どのような経緯をたどって終わったのか，具体的な事実を整理してまとめる。
◇節の問いを振り返ろう◇
日本が戦争を拡大していった理由と，多くの犠牲者を出してしまった理由を説明する。
	○
	


	
	②ヤルタ会談，東京大空襲，沖縄戦，ドイツの降伏，広島・長崎への原爆投下，ソ連参戦，ポツダム宣言受諾など，1945年の世界と日本の動きについて，多くの犠牲者を生んだ出来事を中心に，教科書の資料から８月は日付も含めて表などにまとめ，理解させる。

	6
(6)
	「章の学習を振り返ろう」
◎「近代化」が進展した日本で，世論が求めたものは何か具体的な事例 
を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○日本の主な出来事に対して，日本の世論はどのようなものだったかを考え，世論が大きく転換した時期を選び，その理由を説明する。近代後半とはどのような時代か,自分の言葉で表現し,意見交換を行う。
	
	○
	○
	③世論が果たす役割について，現代のあり方と比較するなどして，より良い社会の実現を視野にそこで見られる課題を時代の特色を多面的・多角的に考察し，適切に表現させる。


単元名「第二次世界大戦の惨禍」 学習指導要領の内容[C（１）アイ]　

	単元の
目標
	・日本の民主化と再建の過程，冷戦などを基に，第二次世界大戦後の諸改革の特色や世界の動きの中で新しい日本の建設が進められたことを理解するとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的に調べまとめる。単元名「敗戦から立ち直る日本」　学習指導要領の内容[C（２）アイ]

・諸改革の展開と国際社会の変化に着目して，諸改革が日本の社会に及ぼした変化や冷戦体制下の日本と世界とのかかわりについて考察するなど，事象を相互に関連付けるなどして，現代の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表現する。
・日本の民主化と冷戦下の国際社会について，より良い社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	５時間
	  時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
(2)
	「タイムトラベル⑫　高度経済成長期を眺めてみよう」
◎新幹線が開通した1960年代のあるまちの様子をえがいた想像図を見　
て，第二次世界大戦期と比べて，どのような点が変化し，どのような共通点があったのかを読み取る。
○「次の場面を探してみよう！」の課題の他，「子供たちがする遊びの名前をすべて言えるか」など，現在との違いに着目する。
	
	
	
	②「タイムトラベル」を活用し，高度経済成長期と第二次世界大戦期の都市の共通点や違いについて，建築物や交通機関，子供たちの様子や人々の役割などから，適切な事柄を読み取らせる。

	2
(3)

	「敗戦からの出発」
◎敗戦後，日本の人々と社会はどのような状況であったのか理解する。
○敗戦後，どのような改革が行われ，またどのような影響が残ったのか，写真資料などから読み取ってまとめる。
	
	
	
	④戦災復興記念館や歴史民俗資料館から写真資料を借用し，当時の仙台の人々の暮らしの様子から，社会状況がどのようになっていったのか考えさせる。

	3
(4)

	「新時代に求められた憲法」
◎新しい日本をつくるために，どのような改革が行われたのか，具体的　
な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○占領下の日本では，どのような改革が行われたのか，資料などから読み取ったり，それらの意義を考えたりする。
	
	○
	
	②この時期に進展した日本の民主化政策（財閥解体，農地改革など）の内容とそのねらいについて，資料から読み取れることを踏まえて理解させる。

	4
(5)
	「冷たい戦争とその影響」
◎冷戦は，日本や世界各地にどのような影響を与えたのか理解する。
○冷戦は，日本をふくめ，世界各地にどのような影響を与えたのか，朝　　
鮮戦争を主に取りあげて考える。
◇節の問いを振り返ろう◇
敗戦後，日本の改革はどのような目標の下に進められ，国際社会のなかでどのような立場になったのか，説明する。
	○
	
	○
	② 「NHK　for　school」で朝鮮戦争を含む冷戦に関する動画を視聴して，冷戦がどのようなものなのか，理解し，世界各地にどのような影響が起きたのか考えさせる。


単元名「敗戦から立ち直る日本」　学習指導要領の内容[C（２）アイ]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会科　３学年　11
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仙台版スタンダードカリキュラム単元（題材）の指導計画
	単元の
目標
	・高度経済成長，国際社会との関わりなどを基に，日本の経済や科学技術の発展によって国民の生活が向上し，国際社会において日本の役割が大きくなってきたことを理解するとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的に調べまとめる。単元名「世界の多極化と日本の成長」　学習指導要領の内容[C（２）アイ]　

・政治の展開と国民生活の変化に着目して，国民生活への影響と国際平和の実現への努力について考察するなど，事象を相互に関連付けるなどして，現代の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表現する。
・日本の経済の発展について，より良い社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	５時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

　　　　◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「日本の独立と世界の動き」
◎独立を回復した日本は，どのような課題を残しながら国際社会に復帰　
したのか，具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○独立を回復した日本は，どのような課題をかかえるようになったのか，条約の内容などを読み取り考える。
	
	
	
	②サンフランシスコ平和条約で決まった内容を適切に読み取り，理解させる。

	2
(2)
	「冷戦下での日本とアジア」単元名「世界の多極化と日本の成長」　学習指導要領の内容[C（２）アイ]　

◎アメリカとソ連の対立は，日本を含めた東アジアの国際関係にどのよ　　
うな変化を与えたのか理解する。
○ベトナム戦争により，日本を含めた東アジアの関係はどのように変化したのか，沖縄の復帰や韓国・中国との関係に着目し，資料などから読み取ってまとめる。
	
	
	
	②1970年代の出来事を中心に，年表でまとめさせる。

	3
(3)
	「経済成長による日本の変化」
◎経済の急速な発展は，私たちの生活にどのような影響を与えたのか，　
具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○日本はどのような問題を乗り越えて，経済成長を進めてきたのか，写真やグラフなどの資料から読み取ったり考えたりする。
	
	
	
	

	4
(4)
	「日本の社会と国際関係の変化」
◎日本が経済大国になったことは，日本の社会や国際社会にどのような　
影響を与えたのか，具体的な事例を基に理解する。
○日本が経済大国になったことで，どのような影響が日本の社会や国際社会に及んだのか，写真やグラフなどの資料から読み取ったり考えたりする。
	○
	
	
	②1980年代に日本国内で行われた具体的な改革の例を，写真やグラフなどから読み取らせる。

	5
(5)
	「大衆化・多様化する戦後の文化」
◎戦後復興期から高度経済成長期にかけて，人々の生活や文化はどのよ　　
うに変化したのか具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○戦後復興期から高度経済成長期にかけて，人々の生活や文化はどのように変化したのか，社会の変化や文化を生み出した担い手の考えを中心に調べてまとめる。
◇節の問いを振り返ろう◇
独立を回復した日本は，国際社会のなかでの立場を政治的・経済的にどのように変化していったか，説明する。
	
	○
	○
	②高度経済成長期の「三種の神器」の名称（電気洗濯機，電気冷蔵庫，白黒テレビ）とその影響（家事の時間短縮と余暇の時間の増加）について，文章やグラフなどから読み取り，理解させる。














単元名「世界の多極化と日本の成長」　学習指導要領の内容[C（２）アイ]　

	単元の
目標
	・冷戦の終結を基に，国際協調の平和外交の推進，開発途上国への援助なども踏まえ，国際社会においてわが国の役割が大きくなってきたことを理解するとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的に調べまとめる。単元名「これからの日本と世界」　学習指導要領の内容[C（２）アイ]　

・政治の展開と国民生活の変化に着目して，国民生活への影響と国際平和の実現への努力について考察するなど，事象を相互に関連付けるなどして，現代の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表現する。
・グローバル化する世界について，より良い社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	５時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

　　　　◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「グローバル化が進む世界」
◎冷戦の終結後，世界ではどのようなことが進展したのか理解する。
○どのようにして冷戦が終わり，その後世界ではどのようなことが起こったか，写真資料などから読み取る。
	
	
	
	②冷戦後に起こった主な紛争・戦争について，写真資料などを基に適切に読み取り，理解させる。

	2
(2)
	「激変する日本とアジア」単元名「これからの日本と世界」　学習指導要領の内容[C（２）アイ]　

◎冷戦終結後，日本国内の政治・経済やアジア諸国との関係はどのよ
うに変化したのか理解する。
○1990年代初めや平成の時代の日本では，政治と経済，東アジアとの関係の面でどのような変化が起こったか，写真やグラフの資料から読み取る。
	○
	
	
	②冷戦後に起こった日本での政治面と経済面の大きな出来事（「55年体制」の終わりとバブル経済の崩壊）を文章から読み取り，それぞれの経緯を適切にまとめ，理解させる。

	3
(3)
	「国際社会におけるこれからの日本」
◎より良い未来に向けて，私たちは歴史から学んだことを，どのよう
に生かしていくことができるか具体的な事例を基に多面的･多角的に
考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○日本や世界が直面する課題について，歴史から学んだことを生かして，より良い未来をつくるための取組を考え，発表する。
◇節の問いを振り返ろう◇
冷戦終結後には，どのような課題や社会の変化が起こったのか，一つの出来事を選びその原因から説明する。
	
	○
	
	③直面する課題のうちの一つ（人口問題，環境問題，エネルギーの安定供給の問題など）を選び，それに取り組むためにはどのようにしたらよいか，歴史で学んだことを生かして考察し，適切に表現させる。

	4
(4)
	「章の学習を振り返ろう」
◎現代の日本社会を形づくる画期となった出来事は何かについて具体　
的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○日本社会を形づくる画期となったと考えられる出来事を取り上げて重要度が高い順に並べ，グループで発表し合い，それぞれの考えを深めさせる。現代とはどのような時代か,自分の言葉で説明し,意見交換を行う。
	
	○
	
	③日本社会を形づくる画期となったと考えられる出来事に着目するなどして，現代の日本と世界を大観し，時代の特色を多面的・多角的に考察し，適切に表現させる。

	

5
(5)


	「多面的・多角的に構想する　未来に向けて」
◎歴史的な経緯や解決策については，歴史的な見方・考え方（比較，影響，推移など）を働かせて整理し学習活動に取り組む。
○社会的な関心からテーマを決め，現代にいたるまでの歴史的な経緯を整理し，様々な角度から課題解決への鍵を探って，未来へのメッセージをまとめる。
	
	○
	○
	③これまでの歴史学習をふまえ，歴史と私たちのつながり，現在と未来の日本や世界の在り方について，適切な課題を設定し，課題意識をもって多面的・多角的に考察，構想し，表現させる。


単元名「これからの日本と世界」　学習指導要領の内容[C（２）アイ]　










	[bookmark: _Hlk83030169]単元
の
目標
	・公民的分野の学習内容のあらましと学習のねらい，地理的分野や歴史的分野との関係について理解する。単元名「公民学習の初めに」　学習指導要領の内容[A（１）アイ]　

・公民的分野の学習を始めるにあたって，現代社会の課題や持続可能な社会について考える。
・現代社会の課題について考え，これからの公民学習を通して意欲的に追究しようとする。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	２時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

　　　　◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「持続可能な社会の実現に向けて」
◎公民的分野の学習内容のあらましと学習のねらい，地理的分野や歴史的分野との関係について理解する。
○地理的分野や歴史的分野の学習内容を振り返るとともに，教科書の目次などを基に，これから学習する公民的分野の学習の概要を把握する。
	
	
	
	②SDGｓと公民の学習内容を見比べて，SDGｓのどの項目と関連があるか表などを用いて整理させる。

	2
(2)
	「Ｔ市のまちの様子から現代社会をながめてみよう」 
◎教科書の資料や自分の体験などを通して，まちの様子に見られるグローバル化，少子高齢化，情報化に気付き，現代社会の特色について具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○教科書のイラストや写真から，現代社会の特色を読み取ったり，読み取ったことを，思考ツールを使って分かりやすく分類したり説明する。
	
	○
	
	②教科書のイラストや写真から，現代社会の特色を読み取ったり，読み取ったことを，思考ツールを使って分かりやすく分類したり説明させる。


単元名「公民学習の初めに」　学習指導要領の内容[A（１）アイ]　

	[bookmark: _Hlk83030244]単元
の
目標
	・現代社会の特色としてグローバル化，少子高齢化，情報化があることを理解し，その知識を身に付けている。グローバル化，少子高齢化，情報化が，互いに関連し合いながら，政治，経済，国際関係に影響を与えていることに気付く。単元名「現代社会の特色と私たち」　学習指導要領の内容[A（１）アイ]　

・様々な写真や統計資料などから，現代社会の特色や社会の変容などを的確に読み取る。
・グローバル化，少子高齢化，情報化が政治，経済，国際関係に影響を与えていることについて，様々な資料を基に多面的・多角的に考察し，その過程や結果を適切に表現する。
・グローバル化，少子高齢化，情報化などの現代社会の特色に関心を持ち，それらの影響や関連性などについて，意欲的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	４時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

　　　　◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「持続可能な社会に向けて」
◎持続可能な社会とは，将来の世代の幸福を確保するために，現在の生活の在り方を見直すという考えであることを理解する。
○持続可能な社会の実現のために解決すべき課題に気付き，持続可能な社会と社会参画の考えについて理解する。
	
	
	
	②④「女川いのちの石碑」に関する動画を視聴して，中学生の社会参画の実例を学び，一人一人にできることを考えさせる。

	2
(2)
	「グローバル化 結び付きを深める世界」
◎グローバル化とはどのような現象か，また，自分たちの生活にどのような影響を与えているか理解する。
○人や商品など様々な分野でグローバル化が見られることを，具体的な事例を通して理解する。
	
	
	
	②グローバル化の影響について，写真や統計資料などから的確に読み取らせる。

	3
(3)
	「少子高齢化 変わる人口構成と家族」
◎少子高齢化の進行が，日本社会の在り方や社会生活，社会保障などに影響を与えていることについて理解する。
○人口ピラミッドなどの統計資料を基に，日本における少子高齢化の進行と，その原因について理解する。
	○
	
	
	②少子高齢化の進行とその影響について，統計資料などから読み取り，読み取った内容を基に将来について予測させる。

	4
(4)
	「情報化 情報が変える社会の仕組み」
◎情報化がもたらす便利さと問題点，情報を正しく利用していく態度について，多面的・多角的に考察する。
○情報化の進展が社会や生活にもたらした変化に気付くとともに，情報社会への対応の仕方について，自分の考えを表現する。
	
	○
	○
	⑤たく生き「情報は全て正しいの？」（生かす力）プラン集P.67を活用し，インターネット，テレビ，新聞等，一定の信頼のもとに発信されたものでも100％正しいとは限らないことを理解させる。（情報モラル）


単元名「現代社会の特色と私たち」　学習指導要領の内容[A（１）アイ]　



	単元
の
目標
	・文化には科学・宗教・芸術などの様々な領域があることに気付き，それらが社会生活の様々な場面に影響を与えていることを理解する。複数の資料を比較し関連付けながら，現代社会における文化の意義や影響，日本の伝統と文化の特色，グローバル化，少子高齢化，情報化のもたらす文化への影響などについて，的確に読み取る。単元名「私たちの生活と文化」　学習指導要領の内容[A（１）アイ]　

・日本の伝統文化や文化の多様性について，身近な生活や，地理的分野，歴史的分野の学習内容などを基に，多面的・多角的に考察する。
・日常生活に見られる文化について興味・関心を高め，意欲的に追究する。日本の文化の多様性に気付き，それを尊重することの大切さに気付く。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	３時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

　　　　◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「私たちの生活と文化の役割」
◎言葉や挨拶，食習慣などの身近な文化に関心を持ち，意欲的に調べる。
○日常生活の中で様々な文化が見られることに気付き，関心を持つ。
	
	
	
	

	2
(2)
	「伝統文化と新たな文化の創造」
◎地理的分野や歴史的分野の学習内容を踏まえて，日本文化の地域的多様性と，琉球とアイヌ民族の文化の特色について，理解する。
○日本文化の地域的多様性や，伝統文化の継承と保存について自分の考えを発表することで，日本文化について多面的・多角的に考察する。
	○
	
	
	②地理的分野や歴史的分野の学習内容を踏まえて，日本文化の地域的多様性と，琉球とアイヌ民族の文化の特色について，表にまとめ整理し，理解させる。

	3
(3)
	「多文化共生を目指して」
◎世界に広く受け入れられ，評価されている日本文化を通して，日本文化に対する理解を深め，多面的・多角的に考察し表現する。
○日本の中の国際的な文化について，様々な情報手段を活用して資料を収集・選択し，調べたことを分かりやすく発表する。
	
	○
	○
	②日本の中の国際的な文化について，様々な情報手段を活用して資料を収集・選択し，調べたことを分かりやすく発表させる。


単元名「私たちの生活と文化」　学習指導要領の内容[A（１）アイ]　










	[bookmark: _Hlk83231786]単元
の
目標
	・人間が社会的存在であること，社会生活における物事の決定の仕方，決まりの意義と必要性，対立と合意，効率と公正の見方・考え方について，社会の形成者としての立場から理解し，その知識を身に付ける。単元名「現代社会の見方や考え方」　学習指導要領の内容[A（２）アイ]　

・身近なトラブルの事例について，対立と合意，効率と公正などの見方・考え方を踏まえて多面的・多角的に考察し，その過程や結果を分かりやすく適切に表現する。
・自分が家族や地域社会をはじめとする社会集団の中で生活することに気付き，社会生活における物事の決定の仕方や決まりの意義に対する関心を高め，それらを意欲的に追究する。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	５時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

　　　　◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「社会集団の中で生きる私たち」
◎社会集団における対立の存在に気付くとともに，合意を目指すことが重要であることについて，多面的・多角的に考え，それを適切に表現する。
○「マンガ トラブル！」の事例を基に，社会集団における対立の存在と合意への努力について考える。
	
	
	
	

	2
(2)
	「決まりを作る目的と方法」単元名「現代社会の見方や考え方」　学習指導要領の内容[A（２）アイ]　

◎物事の決定の仕方や決まりの意義についての資料を収集し，適切に選択して読み取る。
○「２年前の学校でのトラブルについて考えよう」の事例を参考に，物事の決定の仕方や決まりの意義についての資料を収集・選択し，的確に読み取る。
	
	
	
	②「２年前の学校でのトラブルについて考えよう」の事例を参考に，物事の決定の仕方や決まりの意義についての資料を収集・選択し，的確に読み取らせる。

	3
(3)

	「効率と公正」
◎具体的な事例について，効率と公正の考え方を踏まえて多面的・多角的に考察し，それを適切に表現する。
○「１年前の学校でのトラブルについて考えよう」の事例について，対立と合意，効率と公正の考え方を踏まえて，多面的・多角的に考察する。
	
	
	
	

	4
(4)
	「決まりの評価と見直し」
◎事例について，問題の状況と体育館利用規則，生徒の意見から問題点を読み取る。
○「現在の学校でのトラブルについて考えよう」の事例について，問題の状況や体育館利用規則，生徒の意見から問題点を読み取り，的確に分析する。
	○
	
	
	②「現在の学校でのトラブルについて考えよう」の事例について，問題の状況や体育館利用規則，生徒の意見から問題点を読み取り，要点を書き出させる。

	5
(5)
	「基礎・基本のまとめ　第1章の学習をふり返ろう」
～Ｔ市の自転車の使用ルールを考えよう～
◎効率と公正の観点などから駐輪場問題の状況を分析し，多面的・多角的に考察して，より良い解決策を提案する。
○第１章の学習の振り返りを通して，対立と合意，効率と公正の考え方を踏まえ，市の駐輪場問題を多面的・多角的に考察する。
	
	○
	○
	

















単元名「現代社会の見方や考え方」　学習指導要領の内容[A（２）アイ]　

	単元
の
目標
	・人権思想の歴史など歴史的分野の学習内容を踏まえて，日本国憲法が基本的人権の尊重，国民主権及び平和主義を基本的原則とすることについて理解する。単元名「人権と日本国憲法」　学習指導要領の内容[C（１）アイ]

・対立と合意，効率と公正，個人の尊重と法の支配，民主主義などに着目して，対話的な活動を通じ日本国憲法が大切にされてきた理由について，多面的・多角的に考察，表現する。
・現代社会に見られる課題の解決に向けて日本国憲法が大切にされてきた理由の考察に粘り強く取り組むことを通して，主体的に社会に関わる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	６時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

　　　　◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
	「ちがいのちがい」
◎文化や個性の多様性について具体的な事例を整理し，自らの考えとともに表（マトリックス）を用いて表現する。
○文化や個性の多様性について９枚のカードから具体的な事例を整理し，自らの考えとともにまとめる。
	
	
	
	②文化や個性の多様性について具体的な事例を整理し，自らの考えとともに表（マトリックス）を用いて表現させる。

	2
(2)
	「人権の歴史と憲法」
◎人権思想と憲法の歴史の学習を踏まえ，人権と憲法の関係から法の支配について理解する。
○人の支配と法の支配の違いについて，資料４などを通して両者の比較から理解する。
	
	
	
	

	2
(3)
	「日本国憲法とは」
◎日本国憲法の三つの基本原理について，本文の読み取りを通して理解する。
○大日本帝国憲法と日本国憲法の比較を通して，日本国憲法の三つの基本原理を理解する。
	
	
	
	②大日本帝国憲法と日本国憲法の比較を通して，日本国憲法の三つの基本原理を理解させる。

	3
(4)

	「国民主権と私たちの責任」
◎国民主権とは，どのようなことを意味するか，本文の読み取りを通して理解する。
○国民主権の意味について，選挙，憲法改正の国民投票，象徴としての天皇などの事例を通して理解する。
	○
	
	
	

	4
(5)
	「平和主義の意義と日本の役割」
◎国際平和のために日本が果たす役割について，自衛隊の活動や，被爆国としての日本の立場を踏まえて，適切に表現する。
○平和主義を掲げる日本は国際社会でどのような役割を果たしていくべきか，資料に示された具体的な事例を挙げながら，適切に表現する。
	
	○
	
	②日本が平和主義を掲げる理由について本文の読み取りを通して理解させる。

	5
(6)
	「基本的人権と個人の尊重」
◎１節の学習内容を振り返って，具体的な事例を基に，日本国憲法が大切にされてきた理由を，粘り強く考察することを通して，主体的に社会に関わろうとする。
○１節の学習内容を振り返って，探究のステップにある，日本国憲法が大切にされてきた理由の考察に粘り強く取り組むことを通して，主体的に社会に関わろうとする。
	
	○
	○
	③基本的人権の保障のために日本国憲法がどのような役割を持っており，なぜ大切なのか適切に表現させる。


単元名「人権と日本国憲法」　学習指導要領の内容[C（１）アイ]

	単元
の
目標
	・人間の尊重についての考え方を，基本的人権を中心に深め，法の意義を理解する。単元名「人権と共生社会」　学習指導要領の内容[C（１）アイ]　

・対立と合意，効率と公正，個人の尊重と法の支配，民主主義などに着目して，日本国憲法において，人権保障が大切にされている理由について，対話的な活動を通じ，多面的・多角的に考察，表現する。
・現代社会に見られる課題の解決に向けて人権保障が大切にされている理由の考察に粘り強く取り組むことを通して，主体的に社会に関わる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	６時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

　　　　◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
(2)
	「平等権 共生社会を目指して」
◎共生社会の実現のために必要なことを平等権の学習全体を通して，適切に表現する。
○共生社会を築いていくために，私たちにはどのような取組や努力が求められているか，インクルージョンの実現と関連付けて適切に表現する。
	
	
	
	①人権教育資料「みとめあう心」の「生き生きと自分らしく生きる」P.13，14を活用し，男女共同参画社会について理解を深めさせる。
①人権教育資料「みとめあう心」の「障害を理解し，ともに生きる」P.15，16を活用し，障害を理解することを通して，共生社会について理解させる。
②現在も日本に残っている差別の例を本文の読み取りを通して理解させる。

	2
(3)
	「自由権 自由に生きる権利」単元名「人権と共生社会」　学習指導要領の内容[C（１）アイ]　

◎自由権にはどのような種類があるか，本文の読み取りを通して理解する。
○自由権とはどのような権利であるか，写真資料から様々な自由があることを体系的に理解する。
	
	
	
	②新聞やニュースなどから，取り上げられている権利について読み取り，理解させる。

	3
(4)
	「社会権 豊かに生きる権利」
◎社会権にはどのような種類があるか，本文の読み取りを通して理解する。
○社会権とはどのような権利であるか，写真資料から様々な権利があることを体系的に理解する。
	○
	
	
	①人権教育資料「みとめあう心」の「高齢者ともに生きる」P.17，18を活用し，高齢者の気持ちや考えを理解することを通して，共生社会について理解させる。
②新聞やニュースなどから，取り上げられている権利について読み取り，理解させる。

	4
(5)
	「人権を確実に保障するための権利」
◎参政権や請求権が人権の保障にとって重要な理由を，個人の尊重の観点から適切に表現する。
○私たちの人権保障を確かなものにするために，参政権や請求権が日本国憲法で保障されている理由について資料の事例を通して適切に表現する。 
	
	○
	
	②参政権や請求権にはどのような種類があるか，本文の読み取りを通して理解させる。

	5
(6)
	「公共の福祉と国民の義務」
◎２節の学習内容を振り返って，具体的な事例を基に，日本国憲法で人権を保障することが大切な理由を，粘り強く考察することを通して，主体的に社会に関わる。
○２節の学習内容を振り返って，探究のステップにある，日本国憲法で人権を保障することが大切な理由の考察に粘り強く取り組むことを通して，主体的に社会に関わる。
	
	○
	○
	③私たちは憲法上，どのような責任と義務を負っているか，対話的な活動を通して公共の福祉の観点から適切に表現させる。


単元名「人権と共生社会」　学習指導要領の内容[C（１）アイ]　




	











	単元
の
目標
	・社会の変化に伴って人権の考え方が変化していく中でも，民主的な社会生活を営むためには，法に基づく政治が大切であることを理解する。単元名「これからの人権保障」　学習指導要領の内容[C（１）アイ]　

・対立と合意，効率と公正，個人の尊重と法の支配，民主主義などに着目して，社会の変化に伴って新しい人権が認められてきた理由について，対話的な活動を通じ，多面的・多角的に考察，表現する。
[bookmark: _GoBack]・現代社会に見られる課題の解決に向けて，社会の変化に伴って新しい人権が認められてきた理由を，粘り強く考察することを通して，主体的に社会に関わる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	５時間
	時間
	

	次
(時)
	主な学習活動　　　　　「　　　」内は小単元名

　　　　◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
(1)
(2)
	「新しい人権」
◎環境権や自己決定権など「新しい人権」が認められてきた理由について，理解する。
○産業や科学技術の発展に伴う具体的な課題を資料から読み取り，認められてきた権利との関係を理解する。
	
	
	
	②「新しい人権」についての動画や新聞，ニュースなどから，取り上げられている権利について読み取り，理解させる。
②１人１台端末を活用し，各班の意見をまとめさせる。
③各班から出た意見をクラス全体に伝えさせる。

	2
(3)
	「グローバル社会と人権」
◎国際社会にはどのような人権上の課題があり，解決に向けてどのような取組がなされてきたか，理解する。
○国際社会にはどのような人権上の課題があり，解決に向けてどのような取組がなされてきたか，理解する。
	○
	
	
	②情報化の進展に伴う具体的な課題を資料から読み取り，認められてきた権利との関係を理解させる。


	3
(4)

	「基礎・基本のまとめ　第２章の学習をふり返ろう」
◎第２章の学習を振り返って，社会と人権との関わりや人権保障の現状について，具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
○第２章の学習を振り返って，まとめの活動にある社会と人権との関わりや人権保障の現状について，具体的な事例を基に多面的･多角的に考察し，根拠を持って自らの考えを適切に表現する。
	
	○
	
	

	4
(5)
	「ちがいのちがいを追究しよう」
◎第２章の学習内容を振り返って日本国憲法が保障する権利を守るために，私たちはどのように社会に関わるべきか考察することを通して，主体的に社会に関わろうとする。
○第２章の学習内容を振り返って日本国憲法が保障する権利を守るために，私たちはどのように社会に関わるべきか考察することを通して，主体的に社会に関わる。
	
	○
	○
	③「ちがいのちがい」の中の人権侵害の事例について，自分の主張をトゥルーミン図式で整理し，根拠を基にして適切に表現させる。


単元名「これからの人権保障」　学習指導要領の内容[C（１）アイ]　

	
